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論文内容の要旨 
 本邦の 2 型糖尿病患者は急速に増加している。2 型糖尿病患者は筋力低下や筋量減少を来
すサルコペニアを高率に合併していることが知られている。サルコペニアによる筋力や身
体能力の低下は転倒や骨折の増加をもたらし、QOL の低下を来すことが知られている (J 
Am Geriatr Soc 2007; 55: 769-74)。またサルコペニアは心血管疾患、肺炎罹患のリスクとな
り死亡率を高めることが報告されている (Endocr J 2019; 66: 369-77. Geriatr Gerontol Int 
2018; 18: 1345-9)。さらに糖尿病患者に多くみられる筋肉量減少と内臓脂肪増加を合併した
サルコペニア肥満は、単なる肥満やサルコペニアと比べて、心血管疾患発症のリスクが高
いことが報告されている (Diabetes Care 2010; 33: 1652-4)。 
 筋量を維持するためには継続的なレジスタンス運動の実施が必要であり、それは 2 型糖
尿病患者においても同様である。さらにレジスタンス運動は身体能力を改善するだけでな
く、有酸素運動を組み合わせることで血糖コントロールを改善させることが報告されてい
る (Annu Rev Med 1998; 49: 235-61)。しかしながら有効かつ継続的な効果を得られる運動療
法の指導については確立されておらず、施設や担当医の判断に委ねられている部分が大き
いのが現状である。 
 日本では古くからラジオ体操が運動分化として根付いている。特にラジオ体操第 2 は約 3




患者の筋力低下予防効果の検証目的に、以下の Retrospective cohort を実施した。 
 計 42 人（男性 24 人、女性 18 人）の糖尿病教育入院中の 2 型糖尿病患者のうち 15 人（男
性 11 人、女性 4 人、平均年齢 65.8±12.6 歳）に朝食前と夕食後の計 2 回、ラジオ体操第 2
の実施及び 1 日合計 60 分のウォーキングを指示した。一方で残りの 27 人（男性 13 人、女
性 14 人、平均年齢 62.9±14.5歳)には 1 日合計 60 分のウォーキングの実施のみを指示した。
筋量の評価には生体インピーダンス法である In Body720 を使用し、入院時と退院時の 2 回
測定することにより入院前後の筋量を比較した。筋肉量は四肢筋量を身長の 2 乗で除した
骨格筋指数 (SMI, kg/m2)によって評価した。 
 ラジオ体操実施群は非実施群と比較し SMI の減少が有意に軽度であった (-0.01 ± 0.00 vs. 
-0.27 ± 0.06 kg/m2, p = 0.016)。また SMI が入院中に減少した患者はラジオ体操非実施群が
85.2%（27 人中 23 人）であったのに対し、ラジオ体操実施群では 46.7%（15 人中 7 人）で
あった。さらにラジオ体操実施に伴い懸念された低血糖や転倒、骨折及び筋肉痛などの有
害事象は認めなかった。 
 今回の研究によってラジオ体操の実施が糖尿病教育入院中の 2 型糖尿病患者における筋
量減少予防に有効であることが示された。ラジオ体操は、四肢の筋力を短時間で効率的に
動かすことができるため、入院中のみならず退院後も 2 型糖尿病患者の筋量を継続的に維
持する効果があると考えられた。ラジオ体操は日本人の多くが知っている簡便な体操であ
り、筋量を維持することによりサルコペニアの予防にも有効である可能性がある。 
 
